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上
河
内･

下
河
内･

上
小
深
川･

下
小
深
川･

藤
の
木･

河
内
南(

彩
が
丘)

の
氏
神
様

河
内
神
社

秋
祭
り

日(

日)

例
大
祭

祭
典

午
後
２
時

13

近
く
の
田
ん
ぼ
を
見
る
と
豊
か

に
稲
穂
が
頭
を
下
げ
て
い
ま
す
。

異
常
気
候
に
も
負
け
な
い
自
然
の

営
み
に
神
様
の
お
力
を
感
じ
ま
す
。

日
本
人
は
古
来
、
稲
作
を
行
い
、

お
米
で
命
を
繋
い
で
き
ま
し
た
。

実
り
の
秋
祭
り
は
一
年
で
一
番
大

切
な
お
祭
り
で
す
。
大
い
に
祭
り

を
盛
り
上
げ
、
令
和
の
時
代
も
氏

神
様
・
河
内
神
社
で
今
年
の
豊
か

な
収
穫
に
心
よ
り
感
謝
し
、
日
本

と
氏
子
・
崇
敬
者
の
幸
せ
を
祈
願

し
ま
し
ょ
う
。

宮
司

山
田

茂
雄

俵
神
輿
奉
納

午
後
３
時
半
頃

た
わ
ら
み
こ
し

総
勢
８
基
の
俵
神
輿
が
集
結
し
ま
す
。

ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
と
石
段

を
登
り
、
ぎ
り
ぎ
り
で
鳥
居
を
通
す
姿

は
必
見
で
す
。

拝
殿
で
各
町
内
会
・
子
供
会
の
代
表

が
御
幣
を
供
え
た
後
、
参
加
者
全
員
が

お
祓
い
を
受
け
ま
す
。
各
地
区
を
巡
っ

た
担
ぎ
手
は
疲
れ
を
吹
き
飛
ば
し
俵
神

輿
を
担
ぎ
、
勇
壮
に
揉
み
合
い
ま
す
。
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河内神社社務所
各地区を巡った俵神輿が続々と境内に集結

日(

土)

前
夜
祭

午
後
６
時
半
頃

12神
楽
奉
納

上
河
内
神
楽
団(

十
二
神
祇
と
伝
統
花
火)

か

ぐ

ら

例
大
祭
の
前
夜
、
神
楽
は
拝
殿
で
の
神

降
し
神
事
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
河
内
地

区
に
は
上
河
内
神
楽
団
と
下
河
内
神
楽

団
が
あ
り
、
毎
年
交
互
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
上
河
内
神
楽
団
で
す
。
神
楽
の

演
目
は
、
古
く
か
ら
広
島
県
南
西
部
で

伝
承
さ
れ
る
【
十
二
神
祇
】
で
、
ま
ず

御
神
託
、
四
天
王
な
ど
の
神
祇
舞
、
途

ご

し

ん

た

く

中
に
鯛
釣
り
・
狐
舞
の
余
興
舞
が
あ
り
、

き
つ
ね
ま
い

荒
平
・
八
岐
大
蛇

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
ひ
ら

や
ま
た
の
お
ろ
ち

午
後

時
頃
に
最
終
演
目
予
定
で
す
。

11
演
目
の
合
間
に
は
、
高
さ

ｍ
も
吹
き
上
げ
る
吹
き
火

、
火
の

15

粉
が
傘
の
よ
う
に
降
り
注
ぐ
傘
火
の
花
火
が
あ
り
ま
す
。
境
内
い
っ

ぱ
い
に
吹
き
上
が
る
火
の

滝
は
迫
力
満
点
、
こ
こ
ま

で
近
く
で

体
感
で
き

る
所
は
ほ

か
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。

当
日
は
、
り
ん
ご
飴

の
夜
店
も
並
び
、
境
内
は

あ
め

な
ど

沢
山
の
参
拝
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

わ
し
ら
の
街
で
祈
願
祭

祈
願
は
、
地
元
を
見
守
る
氏
神
様
・
河
内
神

社
に
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

神
社
で
…

安
産
祈
願
、
初
宮
参
り
、
厄
払
い
、

歳
祝
い
、
車
祓
い
、
合
格
祈
願
、
家
内
安
全
な

ど

現
地
で
…

地
鎮
祭(

新
築)

、
家
祓
い(

入
居)

、

じ

ち

ん

さ

い

や

ば

ら

上
棟
祭
、
商
売
繁
盛
、
安
全
祈
願
、
開
店
祭
な

ど

不
明
な
こ
と
や
日
時
、
式
次
第
な
ど
ご
相
談
、

ご
予
約
く
だ
さ
い
。
河
内
神
社
社
務
所(

０
８
２)

９
２
８-

２
２
８
３ 清々しく家族揃って願いを氏神様に どれにしようかな？

七
五
三
祭

月

･
･

日

午
前
９
時
～
午
後
４
時

11

15

16

17

男
子
３
歳･

５
歳
、
女
子
３
歳･

７
歳
の
年
に
は
、
氏
神
様
に
七
五

三
詣
を
し
て
、
お
子
様
が

無
事
に
成
長
し
た
こ
と
を

感
謝
し
、
更
な
る
成
長
を

お
祈
り
し
ま
す
。
お
祝
い

に
授
か
っ
た
千
歳
飴
を
持

っ
て
、
ご
神
前
で
記
念
写

真
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

月
中
旬
～

月
頃
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

･
･

日
以

10

11

15

16

17

外
は
希
望
日
時
を
ご
相
談
・
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

河
内
神
社
社
務
所(

０
８
２)

９
２
８-

２
２
８
３

【
七
五
三
早
見
表
】
数
え
年〔
令
和
元
年
版
〕

３
歳
男

女

５
歳
男

７
歳
女

平成
29
年生
(2017)

平成
27
年生
(2015)

平成
25
年生
(2013)

新
嘗
祭

月
８
日(

日)

午
後
２
時

に

い

な

め

さ

い

12

今
年
の
締
め
く
く
り
の
大
祭
で
す
。
氏
子
の

皆
様
か
ら
奉
納
さ
れ
た
お
初
穂
と
、
今
年
収
穫

し
た
新
米
や
作
物
を
神
様
に
お
供
え
し
て
お
祭

り
を
行
い
ま
す
。
河
内
小
学
校
６
年
生
４
名
に

よ
る
巫
女
舞
奉
納
も
あ
り
ま
す
。

今
年
一
年
の
神
様
の
恩
に
感
謝
し
、
今
後
も

変
わ
ら
ぬ
ご
加
護
を
お
祈
り
し
ま
す
。

河
内
神
社
へ
の
ア
ク
セ
ス
〔
周
辺
図
〕

ご神前で凜々しい七五三神様へ感謝と祈りの巫女舞
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〝
河
内
神
社
の
御
札
〟
と
〝
神
宮
大
麻
〟

お

ふ

だ

じ

ん

ぐ

う

た

い

ま

明
る
い
家
庭
の
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
！

身
近
で
生
活
を
見
守
る
地
元
の
氏
神
様
「
河
内
神
社
」
の
御
札
と

日
本
全
土
を
広
く
見
守
る
神
様
「
天
照
皇
大
神
」(

伊
勢
の

神
宮)

の
御
札

を
家
庭
に
お
ま
つ
り
し
ま
し
ょ
う
。

思
わ
ず
神
様
に
お
願
い
し
た
経
験
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
何
か
を
決
心
し

た
時
、
嬉
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
時
、

大
事
な
こ
と
を
な
そ
う
と
す
る
時
、

ま
た
、
静
か
に
自
分
を
見
つ
め
直
す

時
な
ど
、
心
を
込
め
て
お
祈
り
す
る
家
庭
の
よ
り
処
と
な
り
ま
す
。

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
新
し
い
力
、
新
し
い
命
を
い
た

だ
く
た
め
、
御
札
・
御
守
は
新
し
く
取
り
替
え
ま
す
。
古
い
御
札
、

お
ま
も
り

御
守
は
氏
神
様
に
納
め
、
一
年
を
無
事
に
過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
し

ま
し
ょ
う
。
御
札
・
御
守

は
河
内
神
社
で
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

な
ど

大
大
麻

２
０
０
０
円

小
型
神
棚

１
０
０
０
円

伊
勢
の

神
宮
中
大
麻

１
２
０
０
円

御

神

籤

１
０
０
円

お

み

く

じ

小
大
麻

８
０
０
円

健
康
長
寿･

良
縁
結
び･

就
職
など

河
内
神

河
内
神
社
中
御
札

１
０
０
０
円

社
限
定

携
行
御
守

各
５
０
０
円

御

札

５
０
０
円

交
通
安
全
御
守

５
０
０
円
ほ

か

御
札
の
ま
つ
り
方

お

ふ

だ

(

手
前)

敬
神
婦
人
会
だ
よ
り

─

全
国
大
会(

広
島)

─

河
内

神
社

先
日
９
月

日
、
Ｈ
Ｂ
Ｇ
ホ
ー
ル
に
て
奉
祝
天
皇
陛
下
御
即
位

第

12

回
全
国
敬
神
婦
人
大
会

広
島
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
広
島
で
開

70催
さ
れ
る
こ
と
が
一
年
半
前
に
決
ま
り
、
会
場
準
備
か
ら
内
容
ま
で

広
島
県
敬
神
婦
人
会
で
検
討
し
、
台
風
や
大
雨
に
な
ら
な
い
よ
う
に

と
祈
り
な
が
ら
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

全
国
か
ら
１
４
０
０
名
も
の
参
加
者
が
あ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
終

横に並べる場合

重ねる場合

重
ね
る
場
合
、
手
前
か
ら
神
宮
、

河
内
神
社
、
崇
敬
す
る
神
社
の

御
札
の
順
に
お
ま
つ
り
し
ま
す
。

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
河
内
神
社

関
係
の
方
も

名
の
参
加
で
、
岸
本
さ

15

ん
、
高
原
さ
ん
、
田
室
さ
ん
の
３
名
は

来
賓
受
付
の
役
割
を
し
ま
し
た
。

優
美
な
『
浦
安
の
舞
』
の
清
興
に
始

ま
り
、
式
典
、
議
事
の
後
、
『
こ
の
国

の
行
方
─
日
本
の
在
る
べ
き
姿
』
と
題

し
て
櫻
井
よ
し
こ
さ
ん
の
記
念
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
私
も

櫻
井
よ
し
こ
さ
ん
を

広
島
空
港
へ
送
迎
の

役
を
い
た
し
ま
し
た
。

来
年
は
北
海
道
で
全
国
大
会
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
事
務
局

山
田
美
保
子
）

御
即
位
記
念
祭
詞
奏
上

次
の
例
大
祭･

新
嘗
祭

さ

い

し

天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、

月

日
に
即
位
の
礼
、

10

22

月

・

日
に
大
嘗
宮
の
儀
を
執
り
行
い
、
広
く
内
外
に
即
位
を

11

14

15

公
に
宣
明
さ
れ
ま
す
。

河
内
神
社
で
は
例
大
祭
、
新
嘗
祭
に
て
令
和
の
大
御
代
の
弥
栄
を

祈
念
申
し
上
げ
、
祝
詞
を
奏
上
い
た
し
ま
す
。
多
く
の
参
拝
の
皆
様

と
お
祝
い
申
し
上
げ
た
く
存
じ
ま
す
。

（
宮
司

山
田
茂
雄
）

百
年
遷
宮
事
業
奉
賛
会
だ
よ
り
─

奉
賛
始
ま
る
─

河
内

神
社

９
月

日
第
２
回
奉
賛
会
合
同
会
議

23

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
会
長
挨
拶
の
後
、
遷
宮
事
業

趣
意
書
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
説
明
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
な
ど
具
体
的
な
奉
賛

活
動
に
つ
い
て
、
打
合
せ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
百
年
、
河
内
神
社
が

氏
子
の
皆
様
の
心
の
よ
り
処
と
し
て
有

り
続
け
る
た
め
に
、
こ
の
事
業
を
成
し

遂
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

完成イメージ図

ありがとう100年
これからも100年

幸せつながる河内神社は

令和５年（２０２３）に
合祀１００年*を迎えます

河
内
神
社
の
境
内
の
玉
垣
３
５
３
基
に
は
、
大
正

年(

年
前)

13

95

当
時
の
奉
賛
者
の
お
名
前
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
懐
か
し
い

お
名
前
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
当
時
は
地
域
を
挙
げ
て
の
大
事
業
だ

っ
た
の
を
感
じ
ま
す
。
今
回
の
遷
宮
事
業
で
は
、
奉
賛
会
の
地
区
委

員
の
皆
様
が
こ
れ
か
ら
ご
奉
賛
の
お
願
い
に
伺
う
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
宮
司

山
田
茂
雄
）

神
社
豆
知
識

〝
花･

は
な
〟
と
は

奉
納
神
楽
の
当
日
、
観
客
は
神
楽
団
や

舞
人
へ
の
御
礼
を
込
め
て
帳
場
受
付
で
寄

付
を
し
ま
す
。
こ
の
お
金
を
「
花
」
と
い

い
ま
す
。
神
楽
の
鑑
賞
は
基
本
的
に
無
料

で
す
が
、
「
花
」
は
伝
承
文
化
を
地
域
で

支
え
る
マ
ナ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

上
河
内･

下
河
内･

上
小
深
川･

下
小
深
川･

藤
の
木･

河
内
南(

彩
が
丘)

の
氏
神
様

河
内
神
社
の
こ
よ
み
〔
令
和
元
年
度
〕

日

日(

土)

午
後
６
時
半

秋
祭
前
夜
祭(

神
楽
奉
納)

か

ぐ

ら

10

12
月

日(

日)

午
後
２
時

秋
祭
（
例
大
祭
）

10

13
月

日
前
後

七
五
三
祭

11

15
月
８
日(

日)

午
後
２
時

新
嘗
祭
（
大
祭
）

に

い

な

め

さ

い

12
月

日(

火)

午
後
６
時

除
夜
祭
（
大
祓
）

12

31

１
月
１
日(

祝)

午
前
９
時

歳
旦
祭

さ

い

た

ん

さ

い

２
月

日(

祝)

午
前

時

建
国
記
念
祭

11

10

３
月
８
日(

日)

午
後
２
時

稲
荷
神
社
大
祭

毎

朝

日
供
祭

に

っ

く

さ

い

毎
月
１
日
・

日

月
次
祭

つ

き

な

み

さ

い

15

日
供
祭･

月
次
祭
で
は
皆
様
の
日
々
の
ご
安
泰
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。
午
前

７
時
半

、
境
内
の
清
掃
が
す
ん
だ
後
、
執
り
行
い
ま
す
の
で
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

ころ

幸
せ
つ
な
が
る
河
内
神
社

河
内

神
社

○̍検
索

河
内
神
社
平
成

年
度
決
算
（

年
４
月
～

年
３
月
）

30

30

31

〔
繰
越
金
〕
二
百
四
万
円
／
〔
歳
入
〕
八
百
九
十
五
万
五
千
円
／
〔
歳
出
〕
七

百
八
十
八
万
七
千
円
／
〔
残
金
〕
三
百
十
万
八
千
円
。
〔
歳
入
の
主
な
も
の
〕
祈

祷
料
百
四
十
二
万
円
、
賽
銭
八
十
九
万
円
、
御
札･

御
守･

破
魔
矢
等
三
百
四
十

四
万
円
、
玉
串
料
百
五
十
三
万
円
、
初
穂
料･

祭
典
費
百
三
十
万
円
。
〔
歳
出
の

主
な
も
の
〕
祭
典
費
五
十
五
万
円
、
神
職
給
三
百
万
円
、
御
札･

御
守･

破
魔
矢

等
の
仕
入
百
四
十
九
万
円
、
事
務
費
五
十
八
万
円
、
会
議
費･

雑
費
等
百
三
万
円
、

教
化
費･

保
険･

負
担
金
等
百
二
十
四
万
円
。
〔
残
金
内
訳
〕
予
備
資
金
百
万
円
、

繰
越
金
二
百
十
万
八
千
円
。
決
算
報
告
は
、
毎
年
４
月
に
監
事
に
よ
り
監
査
を
受

け
、
氏
子
総
代
会
に
て
承
認
を
受
け
て
い
ま
す
。

子供たちにも大人気の狐舞河内神社ホームページ


